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清

初

文

館

の

l乙

し1

つ

て

清
朝
の
入
関
前
に
文
館
と

い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と

こ
ろ
で
あ
る
。
太
宗
の
天
聴
十
年
三
月
、
す
な
わ
ち
崇
徳
改
元
の
直

前
に
新
ら
た
に
成
立
す
る
内
三
院
の
前
身
が
文
館
で
あ
っ
て
、
天
聴

三
年
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
と
普
通
い
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
満

名
臣
附
悔
や
入
旗
通
志
初
集
な
ど
に
牧
め
ら
れ
て
い
る
清
初
の
人
物
の

停
記
そ
の
他
を
み
る
と

そ
れ
以
前
の
太
租
の
時
代
か
ら
文
舘
が
あ

っ
た
と
み
な
す
べ
き
記
事
が
出
て
く
る
し
、
既
に
鴛
淵

一
博
士
や
三

田
村
泰
助
教
授
な
ど
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
文
館
そ
の
も
の
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
ま
だ
な
い
よ
う

で
あ
る
か
ら
、
果
し
て
文
館
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
す
る
の
か
少

し
く
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

清
初
の
根
本
史
料
で
あ
る
満
文
老
捲
や
貫
録
に
は
、
残
念
な
が
ら

市申

信

夫

回

文
館
の
設
置
に
つ
い
て
記
し
た
記
事
が
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
天
聴
三

年
設
置
読
の
根
接
と
さ
れ
て
き
た
の
は
太
宗
貫
録
到
の
天
聴
三
年
四

月
丙
戊
朔
の
記
事
の
よ
う
で
あ
る
。
幸
い
貫
録
の
こ
の
筒
所
は
、
最

も
素
朴
な
原
形
を
傍
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
順
治
初
修
本
の
記
事

が
、
曾
っ
て
今
西
春
秋
教
授
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
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れ
を
引
用
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

上
降
旨
。
分
文
人
魚
雨
班
職
掌
。
命
大
海
務
式
翻
誇
明
朝
古
書
。
筆
帖
式

削
称
・
蘇
開

・
孤
児
馬
弘
・
托
布
戚
四
人
副
之
。
庫
里
纏
梼
式
記
本
朝
往

来
文
移
及
得
失
事
鎖
。
筆
帖
式
呉
把
什
・
加
素
喰

・
胡
丘
・
倉
巴
四
人
副

之
。
満
洲
文
字
太
租
由
心
肇
造
。
着
信
同
軌
範
。
上
即
位
。
聴
明
盛
徳
。
復

采
間
古
典
。
故
分
清
漢
文
人
翁
雨
班
。
以
歴
代
帝
王
得
失
気
鑑
。
因
以
考

己
之
得
失
意
。

こ
の
記
事
は
文
人
を
二
班
に
分
け
た
と
い
う
だ
け
で
、
文
館
に
つ
い

て
は
何
も
記
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
康
照
重
修
本
も
乾
隆
重
修
本

も
字
句
に
つ
い
て
若
干
の
修
飾
を
加
え
て
は
い
て
も
、
文
館
に
つ
い



て
鯛
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
痩
り
が
な
い
。

そ
の
他
の
清
朝
官
撰
書
を
み
る
と
、
康
照
年
聞
に
編
纂
さ
れ
た
大

清
曾
喜
一
の
内
閣
の
傑
に
は
、
た
だ
「
園
初
置
文
館
、
後
改
矯
内
一
一
一

院
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、
務
正
の
曾
典
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

省
七

し
て
い
る
。
ま
た
乾
隆
年
聞
に
で
き
た
皇
朝
文
献
通
考
十
七
職
官
典

の
官
制
の
沿
草
色
記
し
た
筒
所
、
あ
る
い
は
皇
朝
遇
典
主
職
官
典

や
歴
代
職
官
表
北
の
内
閣
の
悔
の
記
載
も
や
は
り
園
初
に
文
舘
を
置

省
一

い
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
皇
清
開
園
方
略
ニ
に
は
、
天
聴

三
年
四
月
丙
成
朔
の
傑
に
「
定
文
館
職
掌
」
と
の
見
出
し
の
も
の
に

貫
録
と
ほ
ぼ
同
じ
記
事
を
載
せ
、
そ
の
分
注
に
「
時
名
文
館
」
と
記

し
て
い
る
が
、
や
や
あ
い
ま
い
な
書
き
方
な
が
ら
も
、
こ
の
時
初
め

て
文
館
を

設
置
し
た
と
は

断
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
嘉
慶
重
修
の
大
清
曾
典
事
仔
九
に
は
、
内
閣
建
置
の
僚
に

内
三
院
の
沿
革
を
記
し
て
「
天
聴
三
年
設
文
館
於
盛
京
」
と
あ
り
、

明
ら
か
に
天
聴
三
年
の
設
置
だ
と
断
定
を
下
し
、

、光
緒
の
曾
典
事
例

4
一
も
全
く
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
貫
録
に
基
づ

い
た
東
華
録
で
は
、
乾
隆
年
聞
に
作
ら
れ
た
蒋
良
棋
の
は
文
館
に
つ

い
て
伺
ら
鯛
れ
て
い
な
い
の
に
、
清
末
の
王
先
謙
の
は
例
の
四
月
丙
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成
朔
の
記
事
の
最
後
に
「
名
目
文
館
」
と
特
に
記
し
、
あ
た
か
も
こ

の
時
文
館
が
設
置
さ
れ
た
よ
う
に
解
樺
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
女
館
が
天
聴
三
年
に
設
置
さ
れ
た
と
断
定
し
た
の

は
、
清
朝
も
後
期
に
入
っ
た
嘉
慶
年
聞
に
作
ら
れ
た
曾
典
事
例
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
は
多
く
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
清

史
稿
一
一
太
宗
本
紀
の
天
聴
三
年
四
月
丙
成
の
僚
に
は
先
ず
「
設
文

舘
」
と
あ
り
、
同
一
一
↑
職
官
志
の
内
閣
の
傑
に
も
「
初
天
聴
二
年
建

文
館
、
命
儒
臣
分
直
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
に
天
聴
二
年
と
い

う
の
は
三
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
我
が
清
園
行
政
法
第
一
容
上

一九一
頁
に
も
同
じ
く
天
聴
三
年
の
設
置
と
じ
、
稲
葉
君
山
博
士
の
清
朝

全
史
や
粛
一
山
氏
の
清
代
遁
史
以
下
多
く
の
書
物
に
そ
う
い
う
記
述

が
み
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
嘉
慶
禽
典
事
例
が
伺
故
そ
の
よ
う
な
断
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定
を
下
し
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
少
く
と
も
文
舘
の
創
設
を

明
記
し
た
史
料
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
貫
録
の
天
聴
三
年
四
月
の

記
事
を
も
っ
て
文
館
の
設
立
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
た
か
ら
で
あ

ろ静フ
。

さ
て
そ
れ
で
は
文
館
と
い
う
文
字
が
史
料
に
何
時
か
ら
現
わ
れ
る

か
み
て
み
よ
う
。
そ
の
最
初
の
用
例
は
、
太
宗
貫
録
時
天
聴
三
年
十
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一
月
壬
辰
の
僚
に
「
文
館
活
文
程
」
と
、
活
文
程
の
肩
書
と
し
て
み

答

え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
つ
い
で
同
書
入
同
五
年
正
月
己
亥
の
傑
に

「
上
幸
文
館
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
以
後
の
年
月
の
幌
に
た
び
た

び
文
館
の
文
字
が
出
て
く
乱
。
と
こ
ろ
で
貫
録
に
よ
る
と
、
右
の
天

聴
三
年
十
一
月
の
傑
を
は
じ
め
と
し
て
、
天
聴
年
聞
に
何
回
か
活
文

程
や
寧
完
我
、
飽
承
先
ら
の
肩
書
に
文
舘
の
文
字
が
つ
い
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
奉
天
故
宮
に
摘
す
る
漢
文
奮
楢
中
の
奏
疏
稿
に
は
、
彼

ら
の
上
奏
文
が
枚
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
肩
書
は
す
べ
て
書
房
と
な

っ
て
い
る
。
奏
疏
稿
は
天
聴
六
年
か
ら
九
年
ま
で
の
時
期
に
お
け
る

漢
人
の
上
奏
文
を
集
め
た
書
物
で
、
誤
篤
が
少
く
な
い
と
は
い
え

恐
ら
く
昔
時
の
貫
際
の
文
書
の
忠
買
な
寓
し
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
枚
め
ら
れ
て
い
る
天
聴
九
年
正
月
二
十
四
日
附
の
家
噺

章
京
書
房
飽
承
先
の
上
奏
文
は
、
原
文
書
が
残
存
し
て
い
る
と
み
え

て
、
明
清
史
料
丙
編
第
一
本
定
一
一
一
に
も
「
家
一
明
章
京
書
房
飽
承
先
奏

本
」
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、
雨
者
の
内
容
や
文
字
は
全
く
同

じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
み
て
も
奏
疏
稿
の
文
字
の
重
要
さ
が
よ

く
わ
か
り
、
首
時
は
文
館
を
専
ら
書
房
と
稽
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。と
こ
ろ
で
太
宗
貫
録
悌
-
天
聴
五
年
十
二
月
壬
辰
の
僚
に
は
寧
完

我
の
長
文
の
上
奏
文
が
政
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に

我
園
筆
帖
赫
包
之
謂
柄
。
於
漢
言
箆
書
房
。
朝
廷
之
上
。
笠
有
書
房
之
理
。

筆
帖
赫
は
い
う
ま
で
も
な
く
満
洲
語
で
書
を
意
味
す
る

E
吾
σ
包
は
家
を
意
味
す
る

σ00
の
音
を
骨
持
し
た
も
の
で
あ
る
。

入
旗
遇
士
山
初
集
一
京
の
寧
完
我
の
停
に
も
こ
の
上
奏
文
を
載
せ
て
お

り
、
筆
帖
赫
包
を
書
館
と
漢
掴
押
し
て
い
る
が
、
同
書
の
満
洲
文
を
み

る
と
こ
れ
を

E
F
E
σ
0
0
(書
の
家
)
と
記
し
て
い
る
。

ち
漢
語
の
書
房
は
満
洲
語
の

E
F巴

σ00
の
課
語
で
、

と
あ
る
。

す
な
わ

嘗
時
は

こ
の
稽
呼
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
こ
の
寧
完
我
の
上

奏
文
中
の
他
の
箇
所
に
、
貫
録
で
は
文
舘
と
い
う
字
が
み
え
る
が
、

八
旗
遁
志
で
は
そ
れ
を
書
館
、
同
書
の
満
文
で
は

E
F
E
t
o
o
と

記
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
文
館
や
書
館
の
文
字
は
貫
録
や
入
旗
遁
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志
の
編
纂
の
際
に
改
め
た
結
果
で
、
寧
完
我
の
原
文
に
は
筆
帖
赫
包

も
し
く
は
書
房
と
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
貫
録
の
天

聴
五
年
正
月
己
哀
の
傑
に
「
上
幸
文
館
」
と
あ
る
の
は
、
満
文
老
槍

の
周
年
正
月
二
十
五
日
の
傑
に
相
賞
す
る
記
事
が
あ
り
、

文
館
は

σ日
吾
巳

σ。
。
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
文
館
も
書
房
も
満
洲
語

の

E
F
E
σ
0
0
の
漢
課
で
、
嘗
時
漢
語
で
は
書
房
と
稽
せ
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



さ
て
満
文
老
槍
に
よ
れ
除
、
天
聴
四
年
七
月
十
一
日
(
却
期
一
一
)
の

僚
に
初
め
て

E
F
E
σ
0
0
の
名
稽
が
み
え
て
以
後
、
同
年
九
月
二

日
(
語
一
一
一
)
、
同
十
月
二
十
八
日
(
四
則
一
一
一
)
、
さ
ら
に
同
六
年
正
月
八

日
の
僚
に
も
そ
の
名
稽
が
現
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
同
六
年
八
月
一
日

の
傑
に
は
同
じ
書
房
の
こ
と
を
記
す
の
に

E
F
E
ヨ
E
E
H
H
(書

の
衛
門
)
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
老
楢
に
は
天
聴
七

年
か
ら
九
年
ま
で
の
三
年
分
が
歓
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
何
と
い

わ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
天
聴
十
年
の
記
事
に
は
や
は
り

E
F
E

三
巴B
ロ
ロ
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
周
年
正
月
十
七
日
の
僚
に
は

w
o
o口

止
2
0
E
F
E
u
-
m自
信
ロ
(
事
例
記
す
書
の
衛
門
〉
と
か
ロ
ω吾
ロ
ロ

E
F
E
河
川
口
ロ
ロ
ロ
(
秘
密
の
書
の
衛
門
)
と
か
あ
り

同
二
月
十
五

日
の
傑
に
は
、
寧
完
我
の
事
蹟
を
記
し
て
、
彼
を
書
に
遁
じ
て
い
る

の
で
用
い
て

E
岳
巳
司
自
己
ロ
ロ
に
入
れ
て
機
密
に
興
ら
し
め
た
い

っ
て
い
る
。

つ
い
で
同
年
三
月
内
三
院
が
成
立
し
て
か
ら
も
な
お

E
5
E
M
1白
155H
の
名
稽
は
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

老
楢
の

崇
徳
元
年
五
月
二
十
六
日
の
僚
に
そ
の
例
が
み
え
る
。
ま
た
八
旗
遁

倉
一

志
初
集
四
七
の
希
一
一
繭
巴
克
什
の
停
な
ど
を
み
る
と
、
漢
文
本
に
文
館

と
あ
る
の
が
満
文
本
で
は

σ目汁}戸ゆ昨凶可釦
HH戸ロロ
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と
な
っ
て
い
る
。

E
S
E
σ
g
の
名
稽
が
何
時

E
F
E
M可曲目
E
H
に
襲
っ
た
の
か
、

そ
し
て
そ
れ
は
正
式
に
改
め
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、

σ00
は
家
の
意
味
で
あ
り
、
凶
可
M
W
H

ロ
ロ
ロ
は
漢
語
の
衛
門
に
由

u
-
m
g
gロ
の
方
が

ーσ。
。
よ
り

来
す
る
役
所
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、

重
々
し
い
感
が
あ
り

機
構
の
充
賓
と
相
侯
っ
て
衣
第
に

E
F
E

M1回
目
ロ
ロ
の
稽
呼
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
聴
十
年
頃
に
は
専

ら

E
吾
巴
ヨ
ロ
ロ
ロ
ロ
と
稿
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。一
方
、
書
房
の
稽
呼
に
つ
い
て
は
、
奏
疏
稿
並
び
に
明
清
史
料
甲

編
第
一
本
田
一
ニ
に
枚
め
る
天
聴
九
年
二
月
十
二
日
附
の
整
紅
旗
牛
職

章
京
許
世
自
の
上
奏
文
に
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我
朝
枚
ト
之
拳
。
賞
有
未
行
。
不
過
白
書
房
。
宣
堂
々
立
園
之
笹
哉
。

と
あ
っ
て
、
書
房
の
文
字
が
な
お
み
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
上
奏

文
は
太
宗
貫
録
一
一
一
一
同
月
己
亥
の
傑
に
も
載
録
さ
れ
、
字
句
に
多
少

の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
書
房
の
文
字
は
改
め
ず
に
そ
の

ま
ま
使
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
貫
録
地
一
一
同
年
十
二
月
丁
酉
の
僚

に
み
え
る
梅
勤
章
京
張
存
仁
の
上
奏
文
に
は
「
改
文
舘
矯
内
閣
中
書

科
、
以
彰
官
制
」
と
あ
っ
て
、
文
館
と
稽
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
無

論
こ
の
文
館
の
文
字
は
、
先
の
寧
完
我
の
場
合
の
よ
う
に
貫
録
編
纂

の
際
に
改
め
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
先
の
許
世
昌
の
上
奏
文
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中
に
書
房
の
字
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
あ
る
い
は

張
存
仁
の
上
奏
文
の
原
文
に
は
初
め
か
ら
文
館
と
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
奏
疏
稿
は
天
聴
九
年
三
月
ま
で
の
上
奏
文
し
か
攻
め
て
い

な
い
の
で
、
遺
憾
な
が
ら
そ
れ
以
後
の
貰
際
の
用
例
を
知
り
得
な
い

が
、
恐
ら
く
文
館
と
い
う
名
稿
は
、
天
聴
十
年
三
局
の
内
三
院
の
成

立
を
隔
る
こ
と
徐
り
遠
く
な
い
頃
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
従
っ
て
天
聴
年
聞
に
は
だ
い
た
い
書
房
の

稿
呼
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
v

へ
き
で
あ
ろ
う
。

最
初
に
掲
げ
た
太
宗
貰
銀
の
天
聴
三
年
四
月
丙
成
朔
の
傑
の
記
事

に
よ
る
と
、
文
人
を

二
班
に
分
け
、

そ
の
一
は
ダ
ハ
イ
(
り白『

g
c

の
も
と
に
ガ
リ
ン
(
の
R
E
)・
ス
ル
ケ
イ

(ωロ吋
wo
o
-グ
ル
マ

フ

ン
(
の
己
自
由
F
D
ロ
)
・
ト
ブ
チ
(、円。

σ巳
)
の
四
ピ

ト
へ
シ

(σH5
2
-

他
の
一
は
ク
ル
チ
ャ
ン
(
関
U
円。
釦
ロ
)
の
も
と
に

ウ
パ
シ

書
記
)
、

(Cσ
釦
mWC
・
ジ
ャ
ス
カ
(
ト『印印ロ目白
)
・
フ
キ
オ

(
国
U
E
O
)

・
ジ
ャ
ム

パ

Q
回目
σ白
)
の
四
ビ
ト
へ
シ
を
お
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
わ

ゆ
る
文
館
の
設
置
だ
と
す
る
と

こ
の
時
文
館
は
こ
の
十
人
を
も
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

と
こ
ろ
が
太
宗
貫
録
を
み
る

と
、
天
聴
七
年
以
降
の
例
が
大
部
分
で
は
あ
る
が
、
文
舘
何
某
と
い

う
記
事
が
散
見
す
る
の
で

一
際
列
奉
し
て
み
る
と
衣
の
如
く
で
あ

る

文
館
活
文
程
(
天
勝
三
年
十
一
月
壬
辰
の
係
)

文
館
究
羅
龍
什
・
愛
巴
稽

・
敦
多
恵
(
同
七
年
五
月
丁
酉
の
傑
)

文
館
龍
什

・
愛
巴
種
・
索
尼

・
敦
多
恵
(
同
右
)

文
館
遊
撃
活
文
程

・
羅
碩

・剛
林
(
同
七
年
五
月
庚
子
の
傑
)

文
館
儒
臣
龍
什
・
氾
文
程

・
敦
多
恵

(同
七
年
六
月
間
文
亥
の
傑
)

文
館
活
文
程
・

略
木
闘
(
同
入
年
正
月
乙
未
の
篠
)

文
館
儒
臣
巴
克
什
希
稿
・
遥
雅
費
塔
布
袈
・
兵
部
啓
心
郎
穆
成
格
(
同
八

年
間
八
月
美
丑
の
係
)

文
館
能
什

・
剛
林
・
略
木
間

・
臼
格
(
同
右
)

文
館
寧
完
我
(
同
九
年
二
月
乙
未
の
篠
)

文
館
究
開
柑
飽
什
・甲
卿
章
京
寧
完
我
・
活
文
程
・
羅
碩
・

剛
林

・
倉
弱

(同
九
年
二
月
戊
子
の
傑
)

文
館
甲
刺
章
京
飽
承
先
(
同
九
年
八
月
笑
未
の
篠
)

文
館
儒
臣
希
一
滴
・

剛
林
・
羅
碩

・
融
部
啓
心
郎
祁
充
格
(
同
九
年
十
二
月

甲
聞
の
傑
)

文
館
希
稿

・剛
林
・
羅
碩

(同
十
年
正
月
発
亥
の
篠
)

-40一

こ
の
他
文
舘
の
肩
書
が
な
く
て
同
様
の
人
物
の
名
が
列
翠
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
が
、
天
聴
九
年
十
二
月
甲
辰
の
僚
に
漢
儒
臣
と
し
て
列

撃
さ
れ
て
い
る
飽
承
先

・
寧
完
我

・
泊
文
程

・
羅
繍
錦

・
梁
正
大



高
園
儒
・
楊
方
興
の
諸
人
は
文
舘
の
者
と
み
て
よ
く
、

ま
た
同
八
年

十
二
月
丙
午
の
僚
に
は
、
朱
繕
文
の
子
の
朱
延
慶
と
陳
極
新
な
る
者

を
新
ら
た
に
文
舘
に
任
用
し
た
と
み
え
て
い
る
。

な
お
奏
疏
稿
に

は
、
飽
承
先
・
寧
完
我
・
箔
文
程
・
楊
方
興
の
他
に
高
士
俊
・
王
文

室
・
李
棲
鳳
ら
が
書
房
秀
才
と
し
て
名
を
み
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
ャ
つ

に
天
聴
年
聞
に
は
多
く
の
者
が
書
房
い
わ
ゆ
る
文
館
に
所
属
し
て
い

た
だ
沼
文
程
以
外
は
す
べ
て
天
聴
六
七
年
以
後
の
例

た
の
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
彼
ら
の
悉
く
が
そ
の
頃
に
な
っ
て
初
め
て
文
館
に
所
属

し
た
の
か
ど
う
か
、
個
々
の
人
物
に
つ
い
て
具
瞳
的
に
調
べ
て
み
よ

、「
ノ。先

ず
満
洲
人
の
方
か
ら
翠
げ
る
と

た
び
た
び
名
の
出
て
く
る
龍

什
は
、
老
楢
に
も
よ
く
現
わ
れ
る
ル
ン
シ

(E
E
m∞
乙
で
あ
る
が
、

〉
畑
町
内
(
皇
子
の
意
〉
の
稽
競
の
つ
い
て
い
る
例
も
あ
り
(
天
聴
五
年

十
月
二
十
八
日
の
傑
)
、
貫
録
に
も
魔
羅
の
字
が
つ
い
て
い
る
か
ら
、
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恐
ら
く
愛
新
魔
羅
宗
譜
に
み
え
る
索
長
阿
(
太
租
の
祖
父
の
兄
)
の

曾
孫
の
龍
錫
の
こ
と
で
あ
ろ
弘
。
ル
ン
シ
の
名
は
老
槽
に
は
早
く
太

租
の
時
代
か
ら
現
わ
れ
、
天
命
六
年
十
一
月
十
二
日
に
備
禦
の
官
を

授
け
ら
れ
(
川
町
一
。
)
、
翌
七
年
二
月
十
二
日
に
ダ
ハ
ィ
、
ト
ゥ
シ
ャ

(、

E
Y〉
と
共
に
朝
鮮
の
通
事
と
交
渉
し
(
切
間
一
一
)
、

さ
ら
に
翌
八

年
五
月
五
日
に
ま
た
ダ
ハ
イ
、
ト
ゥ
シ
ャ
ら
と
共
に
太
租
と
諸
王
と

「

E
七
四
J

の
聞
の
交
渉
に
嘗
ろ
う
と
し
一
五
頁
可
そ
の
翌
年
正
月
二
十
一
日

に
ダ
ハ
イ
、
ト
ゥ
シ
ャ
、
ア
イ
パ
リ
(
〉

E
R
C
ら
と
行
動
を
共
に

す
る
(
誤
0
)
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。
つ
い
で
太
宗
の
時
代
に

三一一
J

な
る
と
、
天
聴
元
年
五
月
戊
辰
(
日
)
に
、
満
洲
へ
連
れ
て
来
て
い
た

朝
鮮
王
弟
な
る
者
の
蹄
圃
に
際
し
て
の
迭
別
の
宴
で
、

ル
ン
シ
が
ダ

ア
イ
パ
リ
と
共
に
朝
鮮
側
を
高
盤
的
に
抑
え

て
い
る
こ
と
が
太
宗
貫
録
一
ず
老
槍
(
叩
む
に
み
え
る
。

天
聴
四
年
四
月
己
卯
(
巴
+
)
に
は
ダ
ハ
ィ
、

ハ
イ
、

ク
ル
チ
ャ
ン
、

そ
の
後
、

ム
チ
ェ
ン
ゲ

(冨

5
1

唱

i
4
斗・

2Mmm巾
)
と
共
に
太
宗
の
使
者
と
し
て
、
凱
旋
し
て
来
る
諸
王
の
も

と
に
遣
わ
さ
れ
(
時
誠
一
一
一
子
老
棺
)
、
そ
の
翌
五
月
辛
巳
(
巴
)
に
は
ダ

ハ
イ
と
共
に
太
宗
の
注
意
右
受
け
(
時
誠
一
一
対
1
老
棺
)
、
七
月
五
日
に

は
皮
島
か
ら
来
る
劉
興
柿
を
イ
ン
グ
ル
ダ
イ
(
回
口
忠
州
ロ

E
巴)、

ダノ、

ィ
、
ク
ル
チ
ャ
ン
、

ソ
ニ
ン

(ω。ロ山口
〉、

ム
チ
ェ
ン
ゲ
ら
と
共
に
出

迎
え
て

い
る

(
詔
一
一
)
。

ル
ン
シ
の
ま
と
ま
っ
た
俸
は
な
い
が
、
以

上
の
例
か
ら
み
る
と
、

彼
が
常
に
ダ
ハ
イ
、

ク
ル
チ
ャ
ン
ら
の
い
わ

ゆ
る
文
人
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
愛
巴
離
は
右
の
ル
ン
シ
と
も
共
に
行
動
し
て
い
る
ア
イ
パ
リ

で
、
老
繕
に
よ
れ
ば
天
命
八
年
六
月
、
父
の
功
に
よ
っ
て
備
禦
の
官
を
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の授
よけ
りら
早れ
く fこ
者
同で
八あ
年る
九 -
口 二E
宅頁入

目、γ

ク
J レ
チ
ヤ

/ 

ト
ウ
シ
ャ
、

ル
ン
シ
と
一
緒
に
名
の
み
え
る

フ
ム
(
回
二
巾
)
と
共
に
諸
王
の
A
聞
を
受
け
て
太
租
の
も
と
に
遣
わ
さ

れ
て
お
り
(
町
一
円
ハ
)
、
天
聴
年
聞
に
入
る
と
、
同
三
年
十
一
月
二
十

日
(
昨
)
、
北
京
城
の
攻
撃
に
首
り
、
太
宗
の
命
を
停
え
る
た
め
ソ
ニ

ン
、
ペ
ゲ
イ
(
切
巾
肉
巾
む
と
共
に
遣
わ
さ
れ
(
欄
間
述
、
一
時
)
、
十
二

月
二
十
二
日
(
時
)
に
は
明
の
皇
帝
に
宛
て
た
講
和
の
書
を
ダ
ハ
イ
と

共
に
徳
勝
門
、
安
定
門
に
各
一
通
迭
り
(
糊
閥
均
世

1
8、
同
四
年

二
月
十

一
日
に
も
ダ
ハ
イ
ら
と
共
に
太
卒
築
城
を
降
し
に
遣
わ
さ
れ

て
い

る
(叩
E
一一)
。
こ
の
よ
う
な
諸
例
を
み
る
と
、

に
太
祖
の
時
代
か
ら
ダ
ハ
イ
、

ア
イ
パ
リ
が
既

ヒ
フ
ェ

ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
行
動
を

共
に
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

衣
に
希
一隅
は
有
名
な
ヒ
フ
占
で
あ
っ
て

そ
の
名
は
早
く
太
租
の

天
命
四
年
十
一
月
一
目
、
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
共
に
蒙
古
の

カ
ル
カ
へ

使
者
と
し
て
遭
わ
さ
れ
た
時
か
ら
老
槍
(
一
一
ト
九
)
や
満
洲
貫
鋒
(
一
一
一

E
)
に
現
わ
れ
る
。

そ
の
後
九

同
八
年
九
月
七
日
に
ク
ル
チ
ャ
ン

ら
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
貫
録

「
三
一
戸

(一

頁
)
に
よ
れ
ば
同
九
年
二
三
月
頃
に
も
ク
ル
チ
ャ
ン
と
共
に
蒙
古

へ
使
し
て
い
る
。
太
宗
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
天
聴
三
年
正
月
壬
成 ヒ

に
ヒ

フ
そ
が
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
共
に

コ
ル
チ

ン
の
ト
ゥ
シ
エ

ト
ゥ
リ

エ
フ
、
オ
オ
パ
を
責
め
た
こ
と
が
太
宗
貫
録
一
時

に
み
え
、
同
五
年
正

月
三
十
日
に
オ
オ
パ
お
よ
び
そ
の
妻
が
踊
園
す
る
に
際
し
て
、
ク
ル

チ
ャ
ン
が
太
宗
の
言
を
停
え

ヒ
フ
ム
が
迭
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
老

楢
に
記
さ
れ
て
い
る
。
無
論
ヒ
フ
ェ
が
車
濁
で
行
動
し
て
い
る
例
も

あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る

こ
と
が
多
い

の
で
あ
る
。
な
お
剛
林
は
天
聴
三
年
四
月
ダ
ハ
イ
の
も

と
で
ビ
ト
へ
シ
に
な
っ
た
ガ
リ
ン
で
あ
る
が
、
老
楢
に
よ
れ
ば
(
苅

七
二
J

頁

)
や
は
り

ヒ
フ
ェ
と
共
に
既
に
天
命
八
年
二
月
二
十
六
日
に
コ

ル
チ
ン
の
オ
オ
パ
の
も
と
へ
使
者
と
し
て
赴
い
て

い
る
。

-42-

索
尼

(ω
o
E
ロ
)

そ
の
徐
の

数
多
恵
(
ロ
。
ロ
仏
o
y
o
C
、

(
戸
内
}
印

O
〉
、
格
木
圃
(
関
白
H
H
M
E
)

、
達
雅
湾
塔
布
嚢
(
り
間
三
丘
、
吋
白
l

羅
碩

σロ
ロ
山
口
也
、
白
格

(切
mm包)、

倉

覇

(
』
曲
目

σろ
は
、

太
租
の
時

代
に
は
名
が
現
わ
れ
な
か

っ
た
り
、
現
わ
れ
て
も
殆
ん
ど
事
蹟
が
明

し
か
し
太
宗
の
時
代
に
な
る

べ
ゲ
イ
は
太
宗
貫
録
一
一
天
聴
四
年
二
月

甲
子
の
傑
に
文
臣
の
肩
書
が
つ
い
て
名
が
出
て

い
る
。
彼
ら
と
共
に

ら
か
で
な
か
っ
た
り
す
る
者
で
あ
る
。

と

ソ
ニ
ン、

カ
ム
ト
ウ
、

「文
臣
活
文
程
」
の
文
字
が
み
え
る
が
、
活
文
程
は
そ
の
前
年
に
は

文
館
の
肩
書
で
出
て
く
る
か
ら
、
文
臣
と
文
苗
は
同
意
義
に
使
わ
れ



て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
事
貫
ベ
ゲ
イ
と
カ
ム
ト
ゥ
は
、
老
楢

に
よ
れ
ば
そ
の
前
年
十
二
月
十
一
日
に
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
行
動
を
共

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
川
上
六
)
。
ソ
ニ
ン
は
ヒ
フ
ェ
の
兄
シ
ョ
セ

3
8
0〉
の
子
で
、
後
ち
康
照
の
初
年
輔
政
大
臣
と
し
て
活
躍
す
る

有
名
な
者
で
あ
る
が
、
瀬
名
臣
俸
酷
の
彼
の
停
に
よ
れ
ば
、
彼
は
一
等

侍
街
で
あ
っ
た
と
あ
り
、
老
捲
に
も
天
聴
二
年
十
二
月
一
日
の
傑
に

ハ
ン
の
側
近
の
ソ
ニ
ン

H
パ
ク
シ
と
み
え
て

い
る
。
そ
し
て
同
三
年

十
一
月
に
は
前
記
の
よ
う
に
ア
イ
パ
リ
ら
と
共
に
行
動
し

四
年
正

月
十
五
日
に
は
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
と
共
に
知
府
の
庫
の
調
査
に
赴
い
た

こ
と
が
老
橋
に
み
え
る
{
叩
主
八
)
。
な
お
ソ
ニ
ン
は
天
聴
五
年
七
月
、

六
部
の
官
制
が
新
ら
た
に
制
定
さ
れ
、
各
部
に
啓
心
郎
が
お
か
れ
る

し
か
し
そ
の
後
も
依
然
と
し
て

書
房
に
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
啓
心
郎
に
つ
い
て
は

と
吏
部
啓
心
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

別
の
機
曾
に
論
じ
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
書
房
と
は
密
接
な
闘
係

に
あ
っ
た
よ
う
で
、
瞳
部
啓
心
郎
の
キ
チ
占
ン
ゲ
(
関
仙
の
口
口
問
問
。
)

や
兵
部
啓
心
郎
の
ム
チ
ェ
ン
ゲ
の
名
が
前
掲
の
よ
う
に
文
館
の
者
と

並
ん
で
出
て

い
る
の
を
み
て
も
そ
の
一
端
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

な
お
ジ
ャ
ム
パ
は
天
聴
三
年
四
月
ク
ル
チ
ャ
ン
の
も
と
で
ビ
ト
へ
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シ
に
な
っ
た
者
で
あ
り

ド
ン
ド
ホ
イ
と
ロ
シ
司
は
老
槍
の
天
聴
五

年
十
二
月
七
日
の
傑
に
ベ
ゲ
イ
と
カ
ム
ト
ゥ
と
一
緒
に
名
が
列
掌
さ

れ
て
い
る
。
ダ
ヤ
チ
も
、
そ
の
名
が
老
楢
に
は
天
聴
元
年
六
月
十
七

日
か
ら
み
え
(
叡
)
、
同
五
年
二
月
二
十
六
日
に
は
コ
ル
チ
ン
へ
使

い
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
墾
げ
た
書
房
所
属
と
思
わ

れ
る
者
と
は
一
緒
に
名
が
み
え
ず
、
明
ら
か
で
な
い
。

以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
天
聴
六
七
年
以
後
に
文
館
に

所
属
し
て
い
た
者
の
内
の
幾
人
か
は
、
既
に
早
く
太
租
の
天
命
年
間

か
ら
名
が
現
わ
れ
、

し
か
も
常
に
大
韓
同
じ
仲
間
と
文
事
に
闘
係
あ

る
行
動
を
共
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
天
聴
六
七

q
O
 

8
4‘
 

年
以
後
に
な
っ
て
始
め
て
書
房
に
入
り
、
文
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
の

で
は
な
く
し
て
、
天
命
時
代
か
ら
同
じ
よ
う
な
仕
事
に
関
係
し
て
い

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
少
く
と
も
天
聴
三
四
年
頃
か
ら
同

様
な
任
務
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
者
が
若
干
あ
る
。
従
っ
て
天

聴
三
年
四
月
に
文
人
を
分
け
て
雨
直
に
し
た
と
い
う
十
人
の
他
に
、

な
お
幾
人
か
の
文
人
が
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

文
館
に
所
属
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
漢
人
に
つ
い
て
は
、
天
命
年

聞
や
天
聴
初
年
の
時
代
に
お
け
る
彼
ら
の
事
蹟
は
殆
ん
ど
明
ら
か
で

か
の
有
名
な
活
文
程
に
し
て
も
老
楢
の
太
租
の
単
位
や
満
洲
貫

銭
に
は
全
く
名
が
み
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
清
史
列
停
踏
の
彼
の
樽

:、。

φ
~
、ν
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に
よ
る
と
、
元
来
洛
陽
出
身
の
明
の
生
員
で
、
天
命
三
年
傑
順
が
陥

っ
た
際
に
来
蹄
し
、
太
租
の
知
遇
を
得
て

遼
陽
や
慶
寧
な
ど
の
攻

略
に
は
皆
雌
梶
に
参
加
し
た
と
い
r
う
か
ら
、
早
く
か
ら
太
租
の
側
近

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
寧
完
我
は
、
老
檎
天
聴
十
年
二
月

十
五
日
の
僚
に
よ
る
と
、
元
来
サ
ハ
リ
エ
ン
H
ベ
イ
レ
の
家
の
奴
隷

で
あ
っ
た
が
、
文
に
よ
く
通
じ
て
い
る
の
で
ハ
ン
に
用
い
ら
れ
て
警

の
街
門
に
入
り
機
密
に
興
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
太

宗
貫
録
一
坊
に
よ
る
と
、
天
聴
三
年
九
月
壬
午
朔
に
、
こ
れ
ま
で
逃
れ

て
ハ
ン
や
入
王
あ
る
い
は
満
洲

・
蒙
古
人
の
家
の
奴
隷
と
な
っ
て
い

た
漢
人
の
諸
生
を
護
く
抜
出
し
、
試
験
し
て
優
劣
を
分
別
し
た
と
い

恐
ら
く
寧
完
我
も
そ
の
機
禽
に
奴
隷
の
身
分
か
ら
抜
出
さ

れ
、
書
房
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
胞
承
先
は
武
匝
徳
間
の
彼

う
か
ら
、

の
俸
に
よ
る
と
、
元
来
明
の
武
将
で
、
天
命
七
年
庚
寧
が
陥
っ
た
際

に
市
民
一
蹴
し
た
者
で
あ
る
が
、
寧
完
我
の
推
薦
で
書
房
に
入
っ
た
と
い

ぅ
。
寧
完
我
が
人
物
を
推
薦
し
た
の
は
、
彼
が
書
房
に
入
っ
た
直
後

の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
飽
承
先
の
書
房
入
り
も
天
聴
三
年
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
奏
疏
稿
に
書
房
秀
才
と
し
て
名
の
み
え
る
王
文

査
は
、
本
来
の
姓
が
沈
氏
で
あ
る
の
で
、
沈
文
釜
の
名
で
満
名
臣
停

一
一
な
ど
に
停
が
あ
る
が
、
も
と
明
の
諸
生
で
、
天
聴
三
年
一
週
化
が
陥

っ
た
際
に
来
錦
し
、
太
宗
の
子
の
ホ
オ
ゲ
リ
ベ
イ
レ
に
連
れ
ら
れ
て

渚
陽
に
来
、
文
館
に
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
楊
方
興
は
碑
俸
集

谷
七
六
所
牧
の
彼
の
停
に
、
初
め
慶
寧
の
諸
生
で
あ
っ
た
と
み
え
て
い

る
か
ら
、
あ
る
い
は
天
聴
三
年
九
月
に
寧
完
我
と
同
じ
く
奴
隷
か
ら

抜
出
さ
れ
た
者
か
も
知
れ
な
い

こ
の
よ
う
に
文
館
所
属
の
漢
人
に
は
、
天
聴
三
年
以
後
に
閥
係
し

た
と
思
わ
れ
る
者
が
少
く
な
い
が
、
や
は
り
奏
疏
稿
に
み
え
る
書
房

秀
才
李
棲
鳳
の
天
聴
六
年
九
月
附
の
上
奏
文
に
は

臣
得
侍
書
房
。
己
幾
七
年
。
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と
あ
り
、
同
じ
く
同
七
年
正
月
十
九
日
附
の
書
房
秀
才
烏
園
柱
の
上

奏
文
に
は

臣
家
召
留
書
房
。
四
年
有
徐
。

と
あ
る
。
天
聴
七
年
正
月
で
四
年
徐
を
経
て
い
る
と
い
え
ば
、
少
く

と
も
同
三
年
の
初
め
以
前
に
書
房
に
入
っ
た
こ
と
に
な
り
、
同
六
年

九
月
で
己
に
七
年
近
く
経
過
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
天
聴
元
年
む
前

年
の
天
命
十
一
年
の
初
め
か

さ
ら
に
そ
の
前
年
の
天
命
十
年
の
末

頃
、
す
な
わ
ち
ま
だ
太
租
の
時
代
に
書
房
に
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
書
房
、
後
に
い
う
文
館
は
、
通
説
の
よ
う
に
天
聴
三
年
四
月

に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の
で
は
な
く
し
て

そ
れ
以
前
か
ら
既
に
存



在
し
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四

さ
て
そ
れ
で
は
書
房
す
な
わ
ち
文
館
は
伺
時
か
ら
存
在
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
鴛
淵
博
士
は
曾
っ
て
ダ
ハ
イ
の
墓
碑
に
つ
い
て
論
ぜ
ら

、

れ
た
際
に

「
太
租
は
こ
れ
よ
り
先
に
、
高
暦
二
十
七
年
に
早
く
も

蒙
古
文
字
を
採
っ
て
満
洲
文
字
そ
作
ら
し
め
、
衣
で
間
も
な
く
文
館

同

を
聞
い
て
記
録
を
掌
ら
し
め
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
根
擦
は
別

に
示
し
て
お
ら
れ
な
い
が
、

恐
ら
く
満
洲
文
字
の
製
作
の
事
貫
か
ら

そ
う
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
満
洲
文
字
の
製
作
に
つ
い
て
は
名

高
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
侍
え
ら
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
確
か
に
そ
れ

は
清
朝
興
起
史
上
に
お
け
る
大
事
件
で
あ
っ
た
の
満
洲
文
字
が
製
作

さ
れ
た
と
い
う
事
貰
は
、
そ
れ
の
使
用
を
必
要
と
す
べ
き
扶
態
に
既

に
達
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
製
作
に
関
係
し
た
エ
ル
デ

ニ
(
同
W
E
O
E
)
と
ガ
ガ
イ
(
の
〆
m
.
m
C
が
早
速
満
洲
文
に
よ
る
記

録
な
ど
の
作
成
に
輿
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
推
測
し
う
る
と
こ

ガ
ガ
イ
は
早
く
も
高
暦
二
十
八
年
九
月
に
謀
逆
事
件
に

坐
し
て
諒
せ
ら
れ
る
が
、

ろ
で
あ
る
。
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「
生
れ
て
聴
敏
、
蒙
古
文
に
明
習
し
、
漢

文
に
粂
通
す
」
と
い
わ
れ
る
エ
ル
デ
ニ
は
、
満
文
老
措
に
よ
れ
ば
、

「
ス
レ
H
グ
ン
ギ
エ
ン
H

ハ
ン
(
太
租
)
の
立
て
た
一
切
の
善
政
を

記
録
し
た
。
そ
の
勤
勉
、
謹
直
、
強
記
、
聴
明
に
は
及
び
難
い
。
こ

の
書
を
最
初
に
書
い
た
こ
と
は
買
に
容
易
な
こ
と
で
な
い
」
と
か
、

「

I
五
六
・

「
事
例
を
記
憶
し
記
録
を
作
っ
た
大
臣
」
と
か
み
え
て
い
る
{
九
八
・
一

定
七
)
。

三
田
村
教
授
が
既
に
設
か
れ
て
い
る
よ
う
刷
、
エ
ル
デ
ニ

は
以
後
満
文
記
録
の
編
成
に
嘗
り
、
満
文
老
楢
の
基
を
作
っ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
首
時
は
、
後
の
文
館
の
よ
う
に
規
模
の
整
っ
た
も
の

と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
ず
、
書
房
な
ど
と
い
う
名
稽
も
恐
ら
く
ま

だ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

-45ー

と
こ
ろ
で
満
洲
文
字
の
制
定
さ
れ
る
以
前
に
は
、
満
洲
文
を
蒙
古

文
に
課
し
て
寄
寓
し
て
い
た
の
で
あ
り

ま
た
漢
文
も
用
い
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
文
字
の
仕
事
に
関
係
す
る
者
が
や
は
り

い
た
わ
け
で
あ
る
。
太
租
が
勃
興
し
て
よ
う
や
く
建
州
に
勢
力
を
確

立
し
、
封
明
交
渉
が
起
っ
て
き
た
高
暦
十
六
七
年
頃
か
ら
、
漢
人
の

襲
正
陸
な
る
者
が
太
租
の
も
と
で
文
書
を
掌
る
よ
う
に
な
り

ま
た

別
に
満
洲
人
で
漢
語
を
解
す
る
馬
三
非
、
馬
臣
父
子
の
よ
う
な
者
が
同

い
た
こ
と
は
先
に
和
田
清
博
士
が
論
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明
・
蒙
古
・
朝
鮮
の
三
大
固
と
境
を
接
す
る
満
洲
の
女
直
に
お
い
て

は
、
少
し
勢
力
が
擁
大
す
れ
ば
、
常
に
こ
の
三
大
圏
と
の
外
交
交
渉
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が
起
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
漢
語
や
蒙
古
語
の
知
議
は
紋
く
へ

か

ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
外
交
交
渉
上
の
必
要
か
ら
先
ず

文
事
を
扱
う
者
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
嘗
然
と
い
え
よ

ぅ
。
そ
れ
を
書
一
厨
の
源
流
だ
と
い
え
ば
、
ず
い
ぶ
ん
古
く
ま
で
測
る

わ
け
で
あ
る
。

さ
て

エ
ル
デ
ニ

は
寓
暦
二
十
七
八
年
以
後
、
罪
に
よ
っ
て
諒
殺
さ

れ
る
天
命
八
年
ま
で
、

二
十
五
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
専
ら
文
書

記
録
の
こ
と
を
掌
っ
た
の
で
あ
る
が

彼
に
つ

い
で
有
名
な
ダ
ハ

ヒ
フ
ェ
、
ク
ル
チ
ャ
ン
ら
が
登
場
し
て
く
る
。
ダ

ハ
イ
は
満
名

臣
停
一
点
の
彼
の
停
に
よ
れ
ば
、
園
初
太
租
に
室
町
し
た
博
洛
(
切
o-o
)

の
孫
で
、

イ

九
歳
讃
番
。
能
通
清
漢
文
義
。
弱
冠
太
租
高
皇
帝
召
直
文
館
。
凡
園
家
輿

明
及
蒙
古
朝
鮮
詞
命
。
悉
出
其
手
。

と
あ
る
。
ダ
ハ
イ
の
生
年
は
高
暦
二
十
三
年
で
あ
っ
て
、
鴛
淵
博
士

は
彼
が
弱
冠
に
し
て
文
館
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
蔦
暦
四

帥

十
年
前
後
と
組
像
さ
れ
て
い
る
が
、
安
嘗
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
但
し

こ
こ
に
み
え
る
文
館
の
文
字
は
、
後
世
の
史
家
の
作
痛
で
あ
る
に
し

て
も
、
文
事
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ヒ
フ

み
に
つ
い

て
は
、
満
名
臣
俸
一
北
の
彼
の
俸
に
よ
る
と

姓
赫
合
里
氏
。
曾
祖
穆
瑚
様
。
租
特
赫
調
。
父
瑚
什
穆
巴
顔
。
世
居
都
英

額
。
再
遜
恰
達
。
太
租
高
皇
帝
既
滅
恰
達
。
希
稿
従
其
兄
碩
色
。
率
所
属

来
続
。
以
遇
満
漢
蒙
古
文
字
。
召
直
文
館
。
同腔奉
使
諸
蒙
古
部
。
賜
蹴
巴

克
什
。
文
字
之
任
。
一
以
委
之
。

と
あ
り
、
父
組
三
代
の
名
が
侍
え
ら
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
相
嘗
な

家
柄
で
あ
っ
た
に
遣
い
な
い
。
こ
の
記
事
で
は
ハ
ダ
の
滅
亡

(
高
暦

二
十
九
年
)
後
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
ハ
ダ
か
ら
兄
シ
胃
セ
と
共

倉

一

入
旗
通
志
初
集

四
七

の
彼
の
停
で

に
来
錦
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

は
、
天
命
四
年
に
来
闘
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
間
ず
い
ぶ

ん
差
が
あ
る
。

ヒ
フ
ェ
の
名
が
初
め
て
貫
録
や
老
楢
に
現
わ
れ
る
の
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は
、彼
が
蒙
古
へ
奉
使
す
る
天
命
四
年
の
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ

れ
以
前
は
雨
蓄
の
記
事
全
瞳
が
簡
略
で

エ
ル
デ
ニ
の
名
で
も
殆
ん

ど
現
わ
れ
ず
、
ダ
ハ
イ
の
名
も
天
命
五
年
三
月
に
な
っ
て
初
め
て
現

わ
れ
る
(町
一ι
一)
よ
う
な
蹴
躍
で
あ
る
か
ら
、

ヒ
フ
L

の
名
が
み
え

な
く
て
も
来
舗
の
事
貫
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
満
名
臣
俸
に

よ
れ
ば
、彼
は
順
治
九
年
十
月
に
六
十
四
歳
で
死
ん
で
い
る
の
で
、
生

年
は
高
暦
十
七
年
に
な
り

ハ
ダ
の
滅
亡
し
た
年
に
は
十
三
歳
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
後
ま
も
な
く
兄
と
共
に
来
舗
し
た

と
し
て
も
一
向
差
支
え
な
い
。
八
旗
通
志
の
記
事
は
、彼
が
初
め
て
曲家



古
へ
奉
使
す
る
天
命
四
年
の
年
衣
を
、
誤
っ
て
来
舗
の
事
賓
の
前
に

か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
但
し
文
事
に
関
係
す
る
よ
う
ピ
な

っ
た
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
年
齢
の
貼
か
ら
み
て
も
、
ダ
ハ
イ
と

同
じ
く
蔦
暦
四
十
年
前
後
頃
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。
因
み
に
ヒ
フ

ェ
の
兄
シ
ョ
セ
に
つ
い
て
も
八
旗
満
洲
民
族
連
譜
鳩
や
満
名
臣
待
問

の
ソ
ニ
ン
の
停
に
よ
る
と
、
彼
は
満
蒙
漢
の
文
字
に
粂
遇
し
て
い
る

の
で
パ
ク
シ
の
名
を
賜
わ
り
、
文
館
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

し
台、

し
恐
ら
く
ヒ
フ
ェ
ほ
ど
有
能
で
な
か
っ
た
み
え
、
そ
の
名
は
老
楢
に

帥

も
殆
ん
ど
現
わ
れ
て
い
な
い
。

満
名
臣
簿
一
坊

の
彼
の
停
に

旭
日
頼
慮
、
揮
。
父
日
索
塔
蘭
。
頼
慮
、
海
先
震
恰
逮
都
督
。
携
子
索
塔
蘭
及

所
属
衆
胴
問
。
太
租
高
皇
帝
嘉
之
。
命
索
塔
蘭
尚
主
。
生
子
四
。
庫
爾
調
其

次
子
也
。
天
命
初
年
召
直
文
館
。

容
二

八
旗
遁
志
初
集
三
六
の
彼
の
停
に
は

次
に
ク
ル
チ
ャ
ン
に
つ
い
て
は
、

と
あ
り
、

少
時
養
育
宮
禁
。
比
長
。
嘉
其
識
見
過
人
。
令
於
文
館
排
事
。

と
あ
る
。
彼
の
父
祖
も
ヒ
フ
ェ
の
場
合
と
同
じ
く
ハ
ダ
の
属
下
の
相

嘗
な
者
で
あ
っ
た
わ
け
で
、

ハ
ダ
の
滅
亡
に
よ
っ
て
来
臨
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

ク
ル
チ
ャ
ン
の
年
齢
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
出
生
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の
事
情
か
ら
推
し
て
高
暦
三
十
年
代
の
初
め
頃
と
す
れ
ば
、
天
命
初

年
に
は
十
五
六
歳
と
な
る
。
従
っ
て
こ
の
頃
か
ら
文
事
を
掌
る
こ
と

闘

に
な
っ
た
と
し
て
も
不
嘗
で
は
な
い
。
ヒ
フ
ェ
と
い
い
ク
ル
チ
ャ
ン

と
い
い
、
倶
に
そ
の
父
祖
は
ハ
ダ
の
廊
下
に
あ
っ
て
相
嘗
な
地
位
を

占
め
て
い
た
者
の
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ダ
は
元
来
海
西
女
直
の
大
国

で
、
そ
の
文
化
程
度
も
女
直
の
中
で
最
も
進
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る

か
ら
、

そ
う
し
た
ハ
ダ
の
出
身
者
が
文
事
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
偶
然
と
は
い
え
ま
い
。

な
お
エ
ル
デ
-
て

ダ
ハ
イ

ヒ
フ
ェ

ク
ル
チ
ャ
ン
は
い
ず
れ
も

パ
ク
シ

(σ
巳
同
氏
)
の
稽
蹴
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
が

老
楢
に

巧

d
訓
告

は
彼
ら
の
他
に
も
パ
ク
シ
の
稽
挽
の
つ
い
て
い
る
者
が
若
干
あ
る
。

パ
ク
シ
と
は
漢
語
の
博
士
に
由
来
す
る
語
で
、
太
宗
貫
録
鳩
天
聴
五

年
七
月
庚
辰
の
僚
に

上
議
目
。
文
臣
稽
巴
克
什
者
倶
停
止
。
稽
震
筆
帖
式
。
如
本
賜
名
巴
克
什

者
。
の
其
名
。

と
あ
る
の
を
み
る
と

そ
れ
ま
で
は
慶
く
文
事
を
掌
る
書
記
を
パ
ク

シ
と
帯
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
老
槍
の
太
租
の
容
に
は
、
高
暦
四
十

三
年
十
二
月
の
篠
に
「
庫
の
穀
を
記
録
し
枚
め
、
分
配
し
奥
え
る
た

め
に
十
六
人
の
ア
ン
パ
ン
と
八
人
の
パ
ク
シ
を
任
命
し
た
」
と
み
え

る
(
引
間
)
の
を
初
め
と
し
て
、
天
命
年
聞
に
官
職
名
と
し
て
パ
ク
シ
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の
呼
稽
を
用
い
た
例
が
幾
つ
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
穀
物
の
事
務
を
掌

る
こ
と
の
他
、
賞
賜
革
職
の
記
録
を
作
る
と
か
、
新
附
の
人
口
を
記

入
旗
の
師
侍
と
し
て
子
弟
の
教
育
に
首
る
と
か
い
う

録
す
る
と
か
、

ま
た
八
王
の
も
と
に
満
人
、
漢
人
、
蒙
古
人

向山戸

の
パ
ク
シ
を
そ
れ
ぞ
れ
八
人
お
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
後
の
ビ

よ
う
な
仕
事
で
あ
り
、

ト
ヘ
シ
を
さ
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
右
の
高
暦
四
十
三
年

の
記
事
の
パ
ク
シ
を
同
洲
貫
録
(
一
一
一
巳
)
の
漏
文
で
は
ビ
ト
へ
シ

に
改

そ
の
漢
文
や
武
皇
帝
貫
録
で
は
吏
と
記
し
て
い
る
の
を
み
て

めも
、
そ
の
事
情
が
よ
く
わ
か
ろ
う
。
要
す
る
に
天
命
建
元
前
後
か
ら

よ
う
や
く
事
務
が
複
雑
化
し
、

パ
ク
シ
と
呼
ば
れ
る
書
記
が
い
ろ
い

ろ
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る

そ
れ
ら
の
パ
ク
シ
に

Ij: 

エ
ル
デ
ニ

や
ダ
ハ
イ
ら
の
職
掌
に
関
係
の
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
賞
賜
革
職
の
記
録
の
作
成
な
ど
は
彼
ら
の
職
掌
下
に
あ
っ
た
よ

闘

う
で
、
そ
の
た
め
の
書
記
も
お
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
老
檎
に
よ
れ
ば
天
命
年
間
に
前
記
エ
ル
デ
ニ
ら
四
名
の

他

エ
ク
シ
ン
ゲ
(
何
回
同
色
口
問
問
。
〉

ト
ウ

ク
パ
イ
(
同
ハ
ロ
ぴ
回
目
)

ル
シ
(
吋
ロ

E

由。、
ウ
ネ
ゲ

(
d
ロ
o
m巾
)
、
ブ
ハ
ト

ゥ

(
切
己
g
C
M
)

の
五
名
に
パ
ク
シ
の
稽
脱
が
つ
い
て
い
旬
。
こ
の
内
、
ブ

ハ
ト
ゥ
に

つ
い
て
は
全
く
徴
す
べ
き
記
事
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が

コ二
ク

ト
ウ
ル
シ
は
た
び
た
び
蒙
古
の
コ
ル
チ
ン
や
カ

制

ル
カ
へ
使
い
し
て
お
り
、
ウ
ネ
ゲ
は
元
来
蒙
古
の
出
身
で
、
蒙
古
文

や
漢
文
に
通
じ
副
将
、
線
兵
官
と
し
て
蒙
古
兵
を
率
い
て
活
躍
す
る

同

者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
い
ず
れ
も
蒙
古
闘
係
の
事
に
関
係
し
た
者
で

シ
ン
ゲ
、
ク
パ
イ
、

あ
る
。
嘗
時
は

コ
ル
チ
ン
や
カ
ル
カ
と
の
交
渉
が
大
き
な
問
題
で
あ

っ
て
、
そ
の
た
め
の
仕
事
に
、
蒙
古
語
に
通
じ
て
よ
く
慣
れ
た
者
が

嘗
り

パ
ク
シ
と
稽
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ト
ウ
ル
シ
の

ヒ
フ
ェ

や
ク

他
は
武
将
と
し
て
成
守
に
行
っ
た
り
し
て

い
る
の
で
、

ル
チ
ャ
ン
の
よ
う
に
文
事
に
専
任
し
て

い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
必

同

要
に
膳
じ
て
使
者
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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天
命
年
聞
に
パ
ク
シ
の
稽
競
を
有
す
る
者
は
必
ず
し
も
文
事
の
専

任
者
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
ダ
ハ
イ
、

ヒ
フ

ェ
、
ク
ル
チ

ャ
ン
ら
と
よ
く
行
動
を
共
に
す
る
ル
ン
シ
や
ア
イ
パ
リ

は
、
そ
の
後
の
経
歴
か
ら
み
て
も
必
ず
文
事
に
専
任
し
て
い
た
者
で

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
彼
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
ト
ゥ
シ
ャ

「
田
九
七
J

の
如
き
は
老
償

(六
頁

)
の
天
命
十
年
六
月
の
僚
に

ト
ゥ
シ
ヤ
は
漢
文
を
皐
ん
だ
の
で
、
ハ
ン
が
用
い
て
先
例
を
告
げ
さ
せ
、

ハ
ン
の
家
に
夜
泊
っ
て
い
た
が
、
ハ

ン
の
子
の
乳
母
に
遇
じ
た
の
で
殺
し

た

と
あ
り
、

太
租
の
側
近
と
し
て
そ
の
屋
敷
内
に
寝
泊
り
し
て
い
た
の



で
あ
る
。
ダ
ハ
イ
も
天
命
五
年
三
月
に
宮
女
と
の
密
遁
事
件
を
起
し

て
い
る
か
ら
(
け
だ
子
四
)
、
や
は
り
太
租
の
側
近
に
あ
っ
た
と
思
わ

ク
ル
チ
ャ
ン
が
元
来
宮
中
で
養
育
さ
れ
た
者
で
あ
り
、

れ
る
。

ソ

ン
が
太
宗
の
側
近
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
の
遁
り
で
あ
る
。

ィ
、
ヒ
フ
ェ
、
ク
ル
チ
ャ
ン
、
ル
ン
シ
、
ア
イ
パ
リ
、

ダ
ノ、

ゾ
ニ
ン
ら
は

天
命
年
聞
か
ら
天
聴
年
聞
に
か
け
て
、
彼
ら
の
有
し
て
い
る
蒙
古
語

や
漢
語
の
才
能
を
も
っ
て
蒙
古
へ
の
使
者
や
漢
人
の
宣
撫
な
ど
に
使

わ
れ
る
と
共
に
、
太
租
や
太
宗
と
諸
王
ら
と
の
聞
の
交
渉
に
し
ば
し

ば
嘗
っ
た
。
こ
れ
は
彼
ら
が
ハ
ン
の
側
近
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
恐

ら
く
ハ
ン
の
屋
敷
内
に
詰
め
て
い
た
も
の
に
違
い
な
い
。
な
お
満
文

老
槍
に
み
え
る
い
ろ
い
ろ
の
記
録
、
殊
に
明
や
朝
鮮
、
毛
文
龍
な
ど

と
の
往
復
漢
文
文
書
の
満
文
需
な
ど
は
必
ず
彼
ら
の
手
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
文
事
を
掌
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
に
つ
い
て
具
盤
的
に
考
察
し

ハ
ン
の
側
近
に
あ
っ
て
外
交
文
書
や
記
録
を
扱
う
の
が

で
き
た
が

書
房
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば

そ
れ
は
太
租
の
興
起
後
間
も
な
い
頃

か
ら
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
蔦
暦
二
十
七
年
の
満
洲

文
字
の
制
定
は
記
録
の
作
成
を
軌
道
に
の
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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か
し
書
房
と
い
う
稽
呼
が
何
時
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
貫
質
は
恐
ら
く
天
命
建
元
前
後
頃
か
ら
充

貫
し
、
少
く
と
も
天
命
末
に
は
名
貫
共
に
備
わ
る
書
房
が
成
立
し
て

い
た
と
い
う
や
へ
き
で
あ
ろ
う
。

五

こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
誤
な
し
と
す
れ
ば
、
天
聴

年
四
月
に
文
人
を
分
け
て
雨
直
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
書
房
を
初

め
て
設
け
た
の
で
は
な
く
て
、
書
房
の
中
に
明
朝
の
古
書
を
翻
課
す

る
部
と
外
交
文
書
や
政
事
を
記
録
す
る
部
と
を
設
け
、
職
務
分
摺
を

定
め
た
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
職
務
の
措
嘗
と
な
ら
な
か
っ
た

-49一

ヒ
フ
ェ

ル
ン
シ

ア
イ
パ
リ
ら
も
や
は
り
こ
れ
ま
で
逼
り
書
房
の

一
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
雨
直
が
出
来
て
以

後
に
も
、
書
房
所
属
の
者
は
漢
文
書
籍
の
融
課
や
記
録
の
仕
事
の
外

に
、
太
宗
の
命
令
の
停
達
、
殊
に
太
宗
と
諸
王
と
の
聞
の
交
渉
に
使

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
相
饗
ら
ず
ハ
ン
の
側
近
と
し
て
の
職
務

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
と
も
あ
れ
天
聴
三
年
四
月
に
至
り
、

書
房
が
一
段
と
充
賀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
翌
年
七

し

月
に
初
め
て
書
房
の
名
が
老
楢
に
現
わ
れ
る
時
に
は
、
太
宗
は
書
房

に
来
て
皮
島
の
劉
興
邦
ら
と
誓
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後
、
書
房
で
外
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制

園
の
使
者
を
よ
く
饗
宴
し
て
い
る
。
落
陽
の
宮
城
で
は
、
天
命
末
に

清
寧
宮
附
近
や
大
政
殿
の
一
部
が
創
建
さ
れ
、
天
聴
六
年
頃
ま
で
に

崇
政
殿
、な
ど
が
完
成
し
た
よ
う
で
あ
る
内
、
書
房
の
建
物
も
同
四
年

頃
に
は
新
ら
た
に
造
ら
れ
、
外
国
の
使
者
の
接
待
な
ど
に
使
用
し
得

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
天
聴
三
年
四
月
ダ
ハ
イ
を
主
任
と
し
て
行
う
よ
う
に
な

っ
た
明
朝
書
籍
の
翻
欝
は
、
着
々
と
し
て
進
行
し
、
同
六
年
七
月
彼

が
死
去
し
た
際
に
は
刑
部
曾
典
、
素
書
、
三
略
、
高
資
全
書
の
融
課

が
完
成
し
て
お
り
、
通
鑑
、
六
倍
、
孟
子
、
三
園
志
、
大
乗
経
が
未

回

完
成
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ダ
ハ
イ
は
買
に
首
時
書
房
に
お
け
る

車
に
多
く
の
翻
需
を
行
っ
た
ば
か
り
で
な

第
一
人
者
で
あ
っ
て
、

く
、
書
房
全
曜
を
き
り
ま
わ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
奏
疏
稿
に
枚

め
る
天
聴
六
年
九
月
二
十
四
日
の
王
舜
諜
の
上
奏
文
に

胃
p

向
年
臣
曾
質
聖
徳
。
読
人
才
笛
預
養
。
恐
大
海
棄
世
。
書
房
中
不
完
一
時

乏
才
。
不
意
巣
年
徐
而
大
海
云
亡
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
よ
く
そ
れ
が
窺
え
る

ま
た
同
じ
く
同
月
の
王

文
套
の
上
奏
文
に
は

第
就
書
房
之
商
事
言
之
。

夫
今
日
之
書
房
。
錐
無
名
色
。
而
其
費
出
納
章

奏
。
卸
商
朝
之
通
政
司
也
。
・
:
:
自
大
海
棄
世
龍
職
革
職
以
来
。
五
務
什

不
通
漢
字
。
三
漢
官
叉
無
責
成
。
秀
才
八
九
人
関
然
市
来
。
群
然
而
散
。

遇
有
意
奏
。
因
無
職
輩
、
上
前
者
有
招
撹
之
嫌
。
退
後
者
有
謙
避
之
美
。

彼
此
互
推
。
動
湾
旬
月
。
章
奏
之
内
。
有
言
在
事
先
。
而
及
汗
究
之
日
。

叉
在
事
後
。
寛
何
盆
哉
。

と
あ
る
。
龍
職
は
ル
ン
シ
の
こ
と
で
、
こ
の
頃
一
時
革
職
さ
れ
て
い

同

た
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
上
奏
文
に
よ
る
と
書
房
は
章
奏
の
出

納
を
行
い
、
従
来
ダ
ハ
イ
と
ル
ン
シ
が
そ
の
任
に
嘗
っ
て
い
た
よ
う

で
あ
っ
て

こ
の
章
奏
の
出
納
こ
そ
が
書
房
の
最
も
重
要
な
仕
事
で

あ
っ
た
。
同
じ
く
奏
疏
稿
に
枚
め
る
天
聴
六
年
十

一
月
二
十
八
日
の

楊
方
興
の
上
奏
文
に
も

番
房
貫
六
部
之
咽
喉
也
。

一
切
往
来
図
書
壁
{
呂
生
章
奏
倶
在
子
斯
。

A
H
v
 

p
hu
 

と
あ
る
よ
う
に

一
切
の
外
交
文
書
や
章
奏
が
集
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
前
年
六
部
が
初
め
て
設
置
さ
れ
、
ま
が
り
な
り
に
も
一
臆

中
園
的
な
官
制
が
貫
施
さ
れ
る
と
共
に
、
大
凌
河
域
の
陥
落
な
ど
に

よ
り
漢
人
の
投
降
者
も
増
え
た
結
果
、
章
奏
の
上
呈
と
い
う
中
国
的

な
政
治
の
方
法
が
盛
ん
に
な
っ
て
、
書
房
の
重
要
さ
は
大
い
に
盆
し

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
う
し
た
書
買
の
あ
り
方
に
劃
し
て
、
漢
官
の
聞
か
ら
批
判

が
出
て
き
た
。
右
の
王
文
套
や
王
舜
諜
の
上
奏
も
書
房
に
人
才
を
用

う
べ
き
こ
と
を
設
い

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
楊
方
興
の
上
奏
文
に
は

さ
ら
に
績
け
て
、
書
房
を
線
理
し
得
る
有
力
な
王
を
お
き
、
こ
と
を



政
治
の
中
植
と
す
べ
し
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

天
聴
九
年
二
月
十
日
附
の
許
世
昌
の
上
奏
文
に
は
、
書
房
に
代
っ
て

中
書
府
を
設
置
す
べ
き
こ
と
を
説
き
、
貫
録
持
一
一
同
年
十
二
月
丁
酉

の
傑
の
張
存
仁
の
上
奏
文
に
は
、
文
館
を
改
め
て
内
閣
中
書
科
と
す

べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
漢
官
ら
に
と
っ
て
は
、
書
房
を
明
の

内
閣
の
よ
う
な
最
高
政
務
機
関
と
し
、
彼
ら
の
有
す
る
漢
文
の
知
識

こ
こ
を
中
心
に
大
い
に
勢
力
を
伸
す
こ
と
が
望
ま
し
か

を
も
っ
て
、

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
主
張
は
そ
の
ま
ま
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
や
が
て
崇
徳
改
元
に
先
立
つ
天
聴
十
年
三
月
に
至
り
、
文
館

は
改
め
ら
れ
て
内
三
院
と
な
り
、
内
園
史
院
、
内
秘
書
院
、
内
弘
文

帥

院
と
命
名
さ
れ
た
。
つ
い
で
崇
徳
元
年
五
月
三
日
に
内
三
院
の
官
員

の
任
命
が
行
わ
れ
、
ヒ
フ
ェ
が
内
弘
文
院
大
皐
士
、
活
文
程
と
飽
承

先
が
内
秘
書
院
大
皐
士
、
ガ
リ
ン
が
内
園
史
院
大
拳
士
と
な
り
、
以

帥

下
そ
れ
ぞ
れ
の
事
士
も
任
命
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
新
ら
た
に
成
立
し

た
内
三
院
は
、
や
が
て
、
入
開
後
に
内
閣
に
ま
で
登
展
し
て
ゆ
く
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
宮
崎
市
定
博
士
の
「
清
朝

に
於
け
る
園
語
問
題
の
一
面
」
(
東
方
史
論
叢
一
)
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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(1)註

鴛
淵
一
「
遠
海
巴
克
什
の
墓
碑
」
(
「
満
洲
碑
記
考
」
所
校
)
一
二
回
村
泰

(3) (2) 

助
「
満
文
太
組
老
檎
考
」

枚
)
参
照
。

今
西
春
秋
「
清
三
朝
貧
録
の
纂
修
」
(
史
林
ニ

O
ノ
三
)

太
宗
貫
録
は
一
感
乾
隆
震
修
本
に
よ
る
。
蓋
し
現
在
侍
存
す
る
康
照
重

修
本
は
い
ず
れ
も
誤
寓
や
脱
字
が
か
な
り
多
い
か
ら
で
、
問
題
に
な
る

場
合
に
は
註
記
す
る
。

奏
疏
稿
は
天
聴
朝
臣
工
奏
議
の
名
穏
で
、
羅
振
玉
の
編
す
る
史
料
叢
刊

初
編
の
中
に
攻
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
叢
刊
で
は
原
文
の
誤
字
を
大
穆

訂
正
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
訂
正
し
誤
っ
た
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
最

初
の
第
四
|
六
葉
の
三
業
を
全
く
脱
落
し
て
い
る
よ
う
な
粗
漏
も
ま
ま

あ
る
の
で
、
近
年
作
ら
れ
た
原
書
の
抄
本
に
よ
っ
た
。

我
が
閣
に
現
存
す
る
康
照
霊
修
太
宗
質
録
の
恭
仁
山
荘
沓
裁
本
並
ぴ
に

こ
れ
と
系
統
の
異
な
る
内
閣
文
庫
本
に
は
倶
に
筆
帖
赫
包
が
筆
帖
赫
色

と
な
っ
て
い
る
。
色
は
満
洲
文
の
お
の
音
を
表
わ
す
文
字
で
田
町
は

歳
、
生
糸
、
参
産
の
意
味
で
あ
り
、
も
し
く
は
名
詞
の
複
数
形
を
示
す
接

尾
鮮
で
あ
る
の
で
、
筆
帖
赫
色
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
も
と
よ
り
包

が
正
し
い
。
色
と
包
は
字
形
が
似
て
い
る
の
で
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

満
文
老
楢
は
、
満
文
老
舗
憎
研
究
曾
脅
註
本
の
あ
る
天
聴
四
年
末
ま
で
の

記
事
に
つ
い
て
は
、
乙
の
本
の
頁
数
を
一
不
す
。

こ
れ
ら
の
満
洲
人
の
名
は
、
描
刊
文
老
繕
に
現
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
て
原

綴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
貫
録
の
ζ

の
記
事
は
皇
清
開
園
方
略
に

採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
満
文
を
み
る
と
原
綴
の
す
べ
て
が

わ
か
る
。
但
し
グ
ル
マ
フ
ン
は
方
略
の
漢
文
で
は
古
爾
嘉
環
、
浦
文

で
は
の
巳
m-苫
一r
yロ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
設
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
な
お
グ
ル
マ
フ

γ
に
つ
い
て
は
田
中
克
巳
「
通
誇
グ
ル
マ
フ
ン
」

噌

E
A

phυ 

(
「
羽
田
博
士
領
事
骨
記
念
東
洋
史
論
叢
」
ι

所

(4) )
 
5
 
(
 

(6) )
 
7
 
(
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(8) 

(
「
石
潰
先
生
古
稀
記
念
東
洋
皐
論
議
」
所
校
)
参
照
。

愛
新
党
羅
宗
譜
己
冊
、
興
組
直
皇
帝
位
下
第
三
子
索
長
阿
第
一
|
五
子

之
子
孫
の
六
二
九
頁
。
こ
れ
に
よ
る
と
龍
錫
は
索
長
阿
の
第
二
子
務
泰

の
第
六
子
洞
疑
浴
の
第
二
子
で
、
準
〈
巳
年
(
官
同
暦
二
十
一
年
)
の
生
れ

で
崇
徳
六
年
七
月
四
十
九
歳
で
隠
亡
し
て
い
る
。

今
西
春
秋
謬
「
浦
和
封
隷
満
洲
貫
録
」
に
よ
る
。

太
宗
貨
鍛
雌
天
聴
二
年
十
二
月
丁
亥
朔
の
記
事
は
、
康
熊
本
で
は
御
前

近
待
、
乾
隆
本
で
は
近
侍
と
あ
る
。

同
書
一
一
一
天
聴
五
年
十
二
月
壬
辰
の
傑
の
寧
完
我
の
上
奏
に
み
え
る
。

鴛
淵
前
掲
書
一
三
頁

満
洲
寅
録
八
六
頁

八
旗
通
志
初
築
現
一
~
儒
林
得

三
田
村
前
掲
書

和
田
清
「
清
の
太
租
の
顧
問
襲
正
陸
」
(
「
東
亜
史
研
究
満
洲
篤
」
所
枚
)

鴛
淵
前
掲
番
二
二
頁

八
旗
通
志
初
集
酷
↑
の
ヒ
フ
ェ
の
停
で
は
「
其
旭
穆
胡
燈
都
督
」
と
あ

る
が
、
八
銭
満
洲
氏
族
連
同
一
一
の
碩
色
巴
克
什
の
僚
に
は
「
穆
瑚
旅
都

督
第
七
子
特
赫
訊
之
孫
也
」
と
み
え
、
八
旗
通
志
の
記
事
は
誤
り
と
い

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

老
楢
(
川
臨
四
日
)
天
命
七
年
二
月
十
八
日
の
傑
に
、
コ
ル
チ
ン
へ
使
い
し
た

者
の
中
の
一
人
と
し
て
シ
ョ
セ
の
名
が
み
え
る
が
、
そ
れ
が
多
分
唯
一

の
例
で
あ
ろ
う
。

八
旗
通
志
の
タ
ル
チ
ャ
ン
の
仰
に
は
「
太
組
辛
丑
、
時
以
満
洲
生
歯
日

繁
、
毎
三
百
了
設
一
牛
車
端
、
特
命
庫
爾
園
田
管
其
ご
と
あ
り
、
あ
た
か

も
辛
丑
の
年
(
前
向
暦
二
十
九
年
)
に
彼
が
ユ
ル
を
管
し
た
よ
う
で
あ
る

が
、
辛
丑
の
年
に
ニ
ル
を
設
け
た
と
い
う
の
は
、
貫
録
に
も
み
え
る
一
般

自由 (9) (1$ (1カ帥(15) (1~ (1~ (1?) (11) (19) 帥

同 ω

的
な
事
質
で
、
ク
ル
チ
ャ
ン
が
エ
ル
を
管
し
た
こ
と
と
は
関
係
が
な
い
。

老
楢
I
三
五
三
頁
、
同

E
五
四
て
五
五
六
、
七
一
七
、
七
五
四
頁
参
照

や
や
後
の
史
料
マ
は
あ
る
が
、
太
宗
貫
録
ヰ
一
天
聴
九
年
二
月
丁
未
の

位
慨
に
「
龍
什
在
文
館
燐
事
、
先
帝
時
諮
臣
戟
功
、
其
素
所
知
」
と
あ

る
。
文
館
に
は
諮
臣
の
戦
功
の
記
録
が
あ
り
、
蛍
然
賞
賜
革
臓
の
記
録

作
成
も
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

老
指

E
入
名
索
引
参
照

老
循
I
一
九
六
、
三
七
二
、
四
一

O
頁
、
同

E
五
八
三
、
五
九
七
、
七

八
二
、
八
七
一
頁
参
照

瀬
名
臣
侍
一
一
武
納
格
停

な
お
別
に
パ
ク
シ
の
穂
鋭
が
つ
い
て
い
な
く
て
曲
家
古
へ
よ
く
使
い
し
て

い
る
者
に
ヤ
ヒ
チ
ャ
ン
、
ゴ
ジ
ン
、
ィ
サ
ム
ら
が
あ
り
、
さ
ら
に
彼
ら

と
共
に
蒙
古
へ
行
っ
た
者
が
幾
人
か
あ
る
。
ヒ
フ
ェ
や
ク
ル
チ
ャ
ン
が

蒙
古
へ
使
い
し
て
い
る
と
は
い
え
、
逆
に
使
い
し
た
者
が
す
べ
て
文
事

民
側
係
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

本
稿
三
九
頁
に
記
し
た
書
房
に
つ

い
て
の
老
捲
の
記
事
参
照

村
田
治
郎
「
満
洲
の
史
蹟
」
一
九
七
頁

太
宗
貫
録
ヰ
天
聴
六
年
七
月
庚
戊
、
老
楢
同
月
十
四
日
の
係
。
な
お
貫

録
崎
天
聴
五
年
正
月
己
亥
の
w
慨
に
、
太
宗
い
か
文
館
に
幸
し
て
ダ
ハ
イ
の

剖
押
し
た
武
経
を
取
っ
て
見
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
内
に
「
菅
良
将
之
有
償

箪
修
者
、
使
投
諮
河
、
奥
士
卒
同
流
而
飲
・
;
:
」

と
の
語
が
あ
っ
た
と

み
え
て
い
る
。
こ
の
句
は
三
略
の
中
の
一
句
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
武
経

と
は
三
略
・
六
績
な
ど
を
牧
め
る
武
経
七
番
の

こ
と
で
、
こ
の
頃
課
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ル
ン
シ
が
天
聴
七
年
以
後
に
文
館
の

一
員
と
し
て
名
が
み
え
る
乙
と
は

前
述
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
彼
は
同
九
年
二
月
丁
未
に
ま
た
罪
に
よ
っ

て
革
職
さ
れ
た
と
貫
録
守
一
に
み
え
る
。
省
時
は
一
般
に
革
職
復
職

が
よ
く
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

太
宗
貫
録
崎
一
一
天
聴
十
年
三
月
辛
亥
、
老
楢
同
月
四

l
八
日
の
係

太
宗
貫
録
堵
一
崇
徳
元
年
五
月
丙
午
、
老
楢
同
月
三
日
の
係
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where ａ few cotton merchants were running their business on ａlarge

scale；there were approχimately 450 mills, 360 operating agents, and

over 10; 000 workers. The opsrating agent was called pao-t'ou 包頭･

Not ａ few scholars regarded the operating agent system as prototype

of

　

the

　

capitalistic

　

production system, but　the present author pro-

poses a different interpretation based on some new material recently

found in Suchou.　The operating agent enjoyed license for sizing the

cotton cloth, equipped the mill with instruments, and provided the

workers with lodging in　the form of advancement. The mill was

leased on ａｍｏｎφlｙbasis. Neverthless, he was in no sense ａ“capita-

list" because he himself did not employ workers, who were paid by

the cotton merchant on ａ piece work basis. There was another charac-

teristicof the enterprise；though it was ａ private business, the cotton-

sizing industry was under the control of the local government which

regulated the duties of the operating agent as well as wages for wor-

kers. The industry may be regarded as ａ kind of deformity caused

by the peculiar nature of production facilities,i.e., home industry･

Wenkuan (Archives)文館in the Early Years of Ch'ing 清

　　　　　　　　　　　　

ＮｏｂｖもｏＫａｗｄａ

　　

The Ｗｅｎｈｕａｎ　０ｒarchives　was ａ　government agency in the

early Ch'ing period ；it was often called 浦河ａｎｇ書房．　The Ｗ ｅｎｋｕａｎ

is said to have been set up as early as 1629. But officially it appeared

first in the Ｔα　Ｃｈ’ｉｎｇＨｕiti　ｅｎＳｈｉｈｌｉ大清會典事例compiled during

the Chiach'ing 嘉愛era (1796-1820).　The so-called ref-erence to the

Wenkuan found in the Veritable Records of T'aitsung 太宗tells us

merely that the court literati were divided into two sections, one for

translation and the other for documentation. Though the name of

Wenゐμα72 first appeared in 1629, an investigation of its personnel

seems

　

to

　

indicate

　

that it had‘ existed before that year.　Translation

and

　

documenation were already practised　in the early days of the

reign of Nurhachi, and contact with Mongols and Koreans on the

one hand and the Ch'ing Government's own needs ;ｏｎ　the　other　led

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



to the establishment in 1616 as a separate government agency of the

Wenkuan 0T　Ｓｈｕｆａｎｇ，　ａｓsuming ａ full-fledged form at the end of

the

　

T'ienming天命There was another important function of the

Wenkuan ； transmitting ｏｆimperial orders and reports to the throne.

This function further developed the Wenkuan into ａ kind of inner

cabinet like that of the Ming 明dynasty, and immediately before

the the beginning of the Ch'ungte崇徳era (1636) it became the

Ｎ　ei＆ａｎｙｕａｎ内三院．

The Origin of Summer and Autum Dues

　　　　　　　　　

Ｎｏｂｏｎも　Ｋｏｇｏ

　　

The

　

shifting

　

of

　

key

　

economic

　

areas from north to central and

south China as ａ result of the revolt of An Lushan 安蒜山was one

of

　

the main causes that led to the establisment of the biannual tａχ-

ation system where payment was made in June and November.

After the revolt T'ang 唐was forced to depend on central and south

China for finance, where the climatic conditions made it more practi-

cal to take dues for wheat and silk in June and those for rice, mil-

let and hemp in November. This was already practised under　the

SoutheｒＴＬＣｈ’ｅｎ陳.The biannual tａχationsystem was not only the

result of tax readjustment but that of efforts to develop agricultural

resources for a dynasty with its key economic areas in central and

south China.

－３－


